
 
平成24年1月19日 

各  位 
上 場 会 社 名  ユニー株式会社            
代 表 者 名  代表取締役社長  前村 哲路 

 (コード番号 8270 東証・名証第 1 部) 
問合せ先責任者  常務取締役  常務執行役員  

経理財務部担当  越田 次郎 
      (TEL 0587－24－8066) 

 
組織再編（孫会社の異動）に関するお知らせ 

 
当社と当社子会社である株式会社サークルＫサンクスとの合弁会社として設立した当社の孫会社である株

式会社９９イチバについて、株式会社サークルＫサンクスは平成24 年 1 月 19 日開催の取締役会において、

その所有する株式を2月21日付けで株式会社９９イチバへ無償で譲渡することを決議し、この結果、株式会

社９９イチバは当社の 100％子会社となりますのでお知らせいたします。なお、本件による連結範囲の変更

はありません。 
詳細につきましては、別紙株式会社サークルＫサンクス公表の「連結子会社の異動（株式譲渡）に関する

お知らせ」をご参照ください。 
 
記 
 

１．異動の理由 
高密度商圏の首都圏に対して、新業態「生鮮コンビニ」を展開するために平成 18 年 1 月に当社と株式

会社サークルＫサンクスとの合弁会社として株式会社９９イチバは設立されました。以降、株式会社９９

イチバは新業態「99 イチバ」の展開を開始し、平成 22 年 1 月には店名を「みんなのイチバ」に変更し、

より一層お客様の利便性を追求した店舗展開を進めて参りました。 
今般、首都圏での狭商圏小型スーパーマーケット展開を検討しておりました当社と、株式会社サークル

Ｋサンクスとの間で今後の株式会社９９イチバの展開を協議した結果、当社による株式会社９９イチバの

100％子会社化について合意いたしました。 
今後は、株式会社９９イチバに当社の持つスーパーマーケットのノウハウを注入することにより狭商圏

小型スーパーマーケットとして、市場性の高い東京都・神奈川県を中心にドミナント出店していきます。 
高齢者・単身世帯者の増加による新しいマーケットに対応できる、安全・安心な商品の品揃えや簡便で

個食を中心とした食品の充実、さらには店内サービス機能の向上、物流などシステム機能の見直しによる

さらなる効率化の追求など、これまでにないグループの英知を集結した、今後の生き残りを可能とする店

舗構築を目指してまいります。店舗目標は5年間で300店舗、売上目標は600億円とし、当社の中核事業

の一つとなることを目指していきます。 
 

２．異動する子会社の概要 
（1）名 称 株式会社９９イチバ 
（2）所 在 地 愛知県稲沢市天池五反田町１番地 
（3）代表者の役職・氏名 代表取締役社長 松宮 藤人 
（4）事 業 内 容 「みんなのイチバ」の店舗経営 
（5）資 本 金 499,500千円（平成23年12月31日現在） 
（6）設 立 年 月 日 平成18年1月23日 

（7）大株主及び持ち株比率 株式会社サークルＫサンクス 80.1％ 
ユニー株式会社 19.9％ 

 



 
３．株式会社９９イチバによる自己株式の消却、減資及び当社による増資について 

株式会社９９イチバは、株式会社サークルＫサンクスより取得した自己株式を全株消却するとともに、

資本金499,500千円のうち、取得した自己株式分に相当する400,000千円を減資します。その後、当社が

出資を行うことで、株式会社９９イチバは増資を行います。 
・増資の内容 
（1）増 資 額 800,000千円 
（2）払 込 期 日 平成24年3月1日（予定） 
（3）増 資 後 資 本 金 499,500千円 
（4）増資後の出資状況 ユニー株式会社 100％ 
 

４．今後の見通し 
本件影響額を含めた当社の平成24年2月期の業績予想につきましては、本日（平成24年1月19日）

公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 
 

以 上 



 
 

 
平成24年1月19日 

各 位 

会 社 名 株式会社サークルＫサンクス 

代表者名 代表取締役社長 中村 元彦 

（コード：３３３７、東証第1部・名証第1部） 

問合せ先 取締役経理財務本部長 山口 利隆 

 （TEL．０３－６２２０－９００５） 

 

 

連結子会社の異動（株式譲渡）に関するお知らせ 

 

 

当社は、平成24年1月19日開催の取締役会において、当社子会社である株式会社９９イチバ（以下「９９

イチバ」）の当社保有の全株式を９９イチバに無償で譲渡することを決議いたしましたので、お知らせいたしま

す。 

 

 

１．株式譲渡の理由 

９９イチバは、当社のＣＶＳオペレーションノウハウと、当社親会社であるユニー株式会社（以下「ユ

ニー」）の生鮮商品の仕入ノウハウ・品質管理ノウハウとの融合を図り、当社の新業態「生鮮コンビニ」

の展開を図るため、平成 18 年 1 月に当社とユニーとの合弁会社として設立されました。以降、９９イチ

バは新業態「９９イチバ」の展開を開始し、平成 22 年 1 月には店名を「みんなのイチバ」に変更し、よ

り一層お客様の利便性を追求した店舗展開を進め、安全・安心な商品を提供してまいりました。 

しかしながら、消費市場は全体として持ち直してきているものの長引く景気低迷等による事業環境の悪

化により、長期的な視点で収益構造の改革に取り組むことが必要となっておりました。このような状況を

踏まえ、当社とユニーとの間で今後の展開を協議した結果、９９イチバを通じた合弁関係の解消ならびに

当社が保有する９９イチバ株式の９９イチバへの譲渡に伴うユニーによる９９イチバの100％子会社化に

ついて合意いたしました。 

これにより、当社とユニーとの約6年間にわたる合弁関係は終了しますが、当社、ユニーおよび９９イ

チバは、協力関係をさらに強化し、生鮮コンビニや狭商圏対応の小型スーパーマーケット等の領域にとど

まらず、ユニーグループとしてのシナジーの発揮を目指して様々なビジネス領域において協力してまいり

ます。 

 

 

２．異動の方法 

平成 24 年 2 月 21 日（予定）に、当社が保有する９９イチバの全株式（16,000 株）を９９イチバへ売

却する予定です。なお、９９イチバは自己株式として９９イチバ株式を取得し、当該自己株式を平成 24

年2月21日付で消却する予定です。 

 

 

３．異動する子会社の概要 

（１） 名 称 株式会社９９イチバ 

（２） 所 在 地 愛知県稲沢市天池五反田町１番地 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 松宮 藤人 

（４） 事 業 内 容 「みんなのイチバ」の店舗経営 
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（５） 資 本 金 499,500千円（平成23年12月31日現在） 

（６） 設 立 年 月 日 平成18年1月23日 

（７） 大株主及び持株比率 
株式会社サークルＫサンクス 80.1% 

ユニー株式会社 19.9% 

資 本 関 係

当社は当該会社の普通株式を16,000株（当該会社の発行

済株式総数 19,980 株に対する所有株式数の割合にして

80.1%（小数点以下第二位四捨五入））所有しております。

人 的 関 係
当社取締役 2 名が取締役、当社監査役 1 名が監査役、当

社従業員3名が取締役として兼務しております。 

（８） 
上場会社と当該会社 

と の 間 の 関 係 

取 引 関 係 金銭の貸付をしております。 

（９） 当該会社の最近３年間の経営成績及び財政状態 

決算期 平成21年2月期 平成22年2月期 平成23年2月期 

 純 資 産 ▲ 696百万円 ▲ 1,289百万円 ▲ 1,795百万円

 総 資 産 1,496百万円 1,418百万円 1,308百万円

 １ 株 当 た り 純 資 産 ▲  34,851.67円 ▲  64,552.70円 ▲  89,850.83円

 営 業 総 収 入 9,700百万円 10,692百万円 10,578百万円

 営 業 利 益 ▲ 521百万円 ▲ 436百万円 ▲ 155百万円

 経 常 利 益 ▲ 640百万円 ▲ 479百万円 ▲ 234百万円

 当 期 純 利 益 ▲ 817百万円 ▲ 593百万円 ▲ 505百万円

 １ 株 当 た り 当 期 純 利 益 ▲  40,892.07円 ▲  29,701.03円 ▲  25,298.13円

 １ 株 当 た り 配 当 金 － 円 － 円 － 円

 

 

４．譲渡株式数、譲渡価額及び譲渡前後の所有株式の状況 

（１） 異動前の所有株式数 

16,000株 

（議決権の数：16,000個） 

（所有割合 ：80.1％） 

（２） 譲 渡 株 式 数 

16,000株 

（議決権の数：16,000個） 

（発行済株式数に対する割合：80.1％） 

（３） 異動後の所有株式数 

0株 

（議決権の数：0個） 

（所有割合 ：0.0％） 

 

 

５．日 程 

（１） 取 締 役 会 決 議 平成24年1月19日 

（２） 株式譲渡契約締結日 平成24年1月19日 

（３） 株 式 譲 渡 日 平成24年2月21日（予定） 

 

 

６．今後の見通し 

本株式譲渡に伴う一連の取引により、平成24年2月期の個別決算において、特別損失173百万円を計上す

る見込みであります。また、本件影響額を含めた当社の平成24年2月期の業績予想につきましては、本日（平

成24年1月19日）公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

 

以 上 


